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卓球

スポーツを通じて小学校の違う子どもたちが交流できる場所
が、スポーツ少年団だと思います。私たち卓球では、楽しみなが
らスポーツに親しみ体力づくりをしています。前半は基礎練習。
学年別に指導者が相手をします。１５分の休憩時間に子どもたち
は、ドッジボール、バトミントン、大縄跳び等、１年生から６年生ま
で仲良く遊んでいます。後半は、学年別の試合です。前回負けた
子に勝ったときの笑顔は最高です。大きな大会の前は、強化練習
も行います。全団活動の他に卓球では、公共の交通機関を使って
の社会見学で公共のマナーや社会のルールを学びます。
設立４０周年の伝統ある豊山町スポーツ少年団は、ちょっとス

ポーツの苦手な子も大歓迎です。仲間と卓球を楽しみましょう。

バレーボールは、豊山町スポーツ少年団の設立と同時に団活
動を始め４０年になります。青少年育成を目的として、健全な精
神・挨拶・基礎体力を身につけるために団活動を行っています。毎
週日曜日の午前９時から１２時まで、新栄小学校で行い、１年生か
ら６年生の男女対象ですが、現在は女子ばかりで練習を行ってい
ます。団活動の中には、全団合同での春と秋に行う体力測定と清
掃活動、夏には岐阜県上之保キャンプ場での２泊３日の野外学
習、冬には社教センターにおいて上之保スポーツ少年団との新
春交流会にも参加できます。
この様に通常の団活動以外にも楽しみがありますので、入団を
お待ちしています。

仲間と卓球を楽しみましょう

バレーボール
水野　耕二

橋本　節子

◎空港機能の整備に向けて
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町議会　をクリック　　

町のホームページから会議録がご覧いただけます

http://www.town.toyoyama.lg.jp/

議会の傍聴に来てください

次回の定例会は、６月３日（月）午前９時３０分開会予定
《一般質問は、６月１０日（月)午前９時３０分からに予定》委 員 長　粟田 昌子  　

副委員長　今村 一正  　

委　　員　水野 晃／坪井 武成

　　　　　安藤 春一

団活動以外にも楽しみが

とよやま議会だよりNO.１２４　平成２５年５月１日
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２５年度一般会計予算５２億３０００万円
（前年度比１億３３００万円増）

全員賛成　可決

会計名

国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険

介護サービス事業

公共下水道

合計

前年度対比　　　　　

１億１７４７

４８１

４２８０

△１０

△２億５４４

△４０４６

審議結果

全員賛成　可決

全員賛成　可決

全員賛成　可決

全員賛成　可決

全員賛成　可決

予算額　　　　　　

１５億３９１８

１億４２９６

７億６２５３

１４８

４億７０８２

２９億１６９７

町税
35億1464万円

繰入金 2億1104万円

諸収入 2億2370万円

繰越金 5000万円

分担金及び負担金・使用料及び
手数料・財産収入・寄附金
1億6494万円

地方譲与税・自動車取得税
7200万円

利子割・配当割・株式等譲渡所得割
交通安全対策特別交付金
1510万円

地方消費税交付金 
2億900万円

国有提供施設等所在市町村
助成交付金1億1400万円

地方交付税・地方特例交付金
2100万円

国庫支出金 3億5556万円

県支出金 2億1502万円
　

町債（借金） 6400万円

民生費
18億1396万円 

商工費 8915万円 

衛生費 6億8205万円

労働費 5 万円

農林水産業費 1億3631万円 

土木費 5億309万円 

消防費 2億7438万円 

教育費 6億9774万円 

公債費（借金返済）1億5203万円 議会費 1億1225万円 

予備費 1000万円 

総務費 7億5899万円 

歳出

歳入

５２億３０００万円

①ＭＲＪプロジェクト成功のために、全力を尽くす。
②県営名古屋空港発展のため、引き続き地域一体となった利用促進活動を行い、
　さらなる利用者の増加・空港の活性化に努める。
これら二本の柱を中心とした、平成２５年度の事業予算案が可決された。
下記に事業の一部を紹介します。

主な事業名 予算額（千円）

継続事業名 予算額（千円）

新規事業名 予算額（千円）

平成２５年度　主な新規・継続事業決まる 国・県補助減の中、町税の伸びで補填

大山川右岸（神明公園側）歩道整備

大山川左岸（三菱重工側）舗装工事

しいの木の改修工事

３，５０９

２３，１７３

８０，６０３

航空館ｂｏｏｎの展示物適正管理

ＢＣＰの策定

防災士の資格取得補助制度

防犯灯のＬＥＤ化

通学路のカラー舗装工事

小・中学校の非構造部材強度検査

名古屋まつりへの参加

豊山グランドのフェンス改修工事

1,245

2,730

189

3,732

6,500

1,500

194

2,037

名古屋空港利用促進補助金

妊婦健康診査

７，０４８

１６，４３８

議　案 審議結果 審議結果

社会教育センターの設置及び管理に関する条例の改正 全員賛成　可決

その他の審議結果

地域社会における共生の実現に向けて新たな障
害保健福祉施策を講ずるための関係法律の整備
に関する法律の施行に伴う関係条例の整理

移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設
置に関する基準を定める条例の制定

指定地域密着型サービス等の事業の人員等に関
する基準を定める条例の改正

全員賛成　可決

全員賛成　可決

議　案

全員賛成　可決

移動等円滑化のために必要な道路の構造に関す
る基準を定める条例の制定

災害応急対策又は災害復旧のため派遣された職
員に対する災害派遣手当に関する条例の改正

全員賛成　可決

全員賛成　可決

道路線の廃止

道路線の認定

道路線の変更

新型インフルエンザ等対策本部条例の制定

道路構造の技術的基準を定める条例の制定

町道に設ける案内標識等の寸法を定める条例の制定

準用河川管理施設等の構造の技術的基準を定める条例の制定

公共下水道の構造の技術上の基準を定める条例の制定

情報公開条例及び個人情報保護条例の改正

防災会議条例及び災害対策本部条例の改正

都市公園条例の改正

航空館の設置及び管理に関する条例の改正

道路占用料条例の改正

町営住宅条例の改正

私立幼稚園就園奨励費の補助に関する条例の廃止

平成２４年度一般会計補正予算

平成２４年度国民健康保険特別会計補正予算

平成２４年度後期高齢者医療特別会計補正予算

平成２４年度介護保険特別会計補正予算

平成２４年度公共下水道事業特別会計補正予算

議会委員会に関する条例の全部改正

議会広報の発行に関する条例の全部改正

議会の会議に関する規則の改正

全員賛成　可決

全員賛成　可決

全員賛成　可決

全員賛成　可決

全員賛成　可決

全員賛成　可決

全員賛成　可決

全員賛成　可決

全員賛成　可決

全員賛成　可決

全員賛成　可決

全員賛成　可決

全員賛成　可決

全員賛成　可決

全員賛成　可決

全員賛成　可決

全員賛成　可決

全員賛成　可決

全員賛成　可決

全員賛成　可決

全員賛成　可決

全員賛成　可決

全員賛成　可決

特別会計 単位万円

国や県と連携した施策の実現を目指す

報告：損害賠償の額の専決処分

とよやま議会だよりNO.１２４　平成２５年５月１日
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２５年度一般会計予算５２億３０００万円
（前年度比１億３３００万円増）

全員賛成　可決

会計名

国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険

介護サービス事業

公共下水道

合計

前年度対比　　　　　

１億１７４７

４８１

４２８０

△１０

△２億５４４

△４０４６

審議結果

全員賛成　可決

全員賛成　可決

全員賛成　可決

全員賛成　可決

全員賛成　可決

予算額　　　　　　

１５億３９１８

１億４２９６

７億６２５３

１４８

４億７０８２

２９億１６９７

町税
35億1464万円

繰入金 2億1104万円

諸収入 2億2370万円

繰越金 5000万円

分担金及び負担金・使用料及び
手数料・財産収入・寄附金
1億6494万円

地方譲与税・自動車取得税
7200万円

利子割・配当割・株式等譲渡所得割
交通安全対策特別交付金
1510万円

地方消費税交付金 
2億900万円

国有提供施設等所在市町村
助成交付金1億1400万円

地方交付税・地方特例交付金
2100万円

国庫支出金 3億5556万円

県支出金 2億1502万円
　

町債（借金） 6400万円

民生費
18億1396万円 

商工費 8915万円 

衛生費 6億8205万円

労働費 5 万円

農林水産業費 1億3631万円 

土木費 5億309万円 

消防費 2億7438万円 

教育費 6億9774万円 

公債費（借金返済）1億5203万円 議会費 1億1225万円 

予備費 1000万円 

総務費 7億5899万円 

歳出

歳入

５２億３０００万円

①ＭＲＪプロジェクト成功のために、全力を尽くす。
②県営名古屋空港発展のため、引き続き地域一体となった利用促進活動を行い、
　さらなる利用者の増加・空港の活性化に努める。
これら二本の柱を中心とした、平成２５年度の事業予算案が可決された。
下記に事業の一部を紹介します。

主な事業名 予算額（千円）

継続事業名 予算額（千円）

新規事業名 予算額（千円）

平成２５年度　主な新規・継続事業決まる 国・県補助減の中、町税の伸びで補填

大山川右岸（神明公園側）歩道整備

大山川左岸（三菱重工側）舗装工事

しいの木の改修工事

３，５０９

２３，１７３

８０，６０３

航空館ｂｏｏｎの展示物適正管理

ＢＣＰの策定

防災士の資格取得補助制度

防犯灯のＬＥＤ化

通学路のカラー舗装工事

小・中学校の非構造部材強度検査

名古屋まつりへの参加

豊山グランドのフェンス改修工事

1,245

2,730

189

3,732

6,500

1,500

194

2,037

名古屋空港利用促進補助金

妊婦健康診査

７，０４８

１６，４３８

議　案 審議結果 審議結果

社会教育センターの設置及び管理に関する条例の改正 全員賛成　可決

その他の審議結果

地域社会における共生の実現に向けて新たな障
害保健福祉施策を講ずるための関係法律の整備
に関する法律の施行に伴う関係条例の整理

移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設
置に関する基準を定める条例の制定

指定地域密着型サービス等の事業の人員等に関
する基準を定める条例の改正

全員賛成　可決

全員賛成　可決

議　案

全員賛成　可決

移動等円滑化のために必要な道路の構造に関す
る基準を定める条例の制定

災害応急対策又は災害復旧のため派遣された職
員に対する災害派遣手当に関する条例の改正

全員賛成　可決

全員賛成　可決

道路線の廃止

道路線の認定

道路線の変更

新型インフルエンザ等対策本部条例の制定

道路構造の技術的基準を定める条例の制定

町道に設ける案内標識等の寸法を定める条例の制定

準用河川管理施設等の構造の技術的基準を定める条例の制定

公共下水道の構造の技術上の基準を定める条例の制定

情報公開条例及び個人情報保護条例の改正

防災会議条例及び災害対策本部条例の改正

都市公園条例の改正

航空館の設置及び管理に関する条例の改正

道路占用料条例の改正

町営住宅条例の改正

私立幼稚園就園奨励費の補助に関する条例の廃止

平成２４年度一般会計補正予算

平成２４年度国民健康保険特別会計補正予算

平成２４年度後期高齢者医療特別会計補正予算

平成２４年度介護保険特別会計補正予算

平成２４年度公共下水道事業特別会計補正予算

議会委員会に関する条例の全部改正

議会広報の発行に関する条例の全部改正

議会の会議に関する規則の改正

全員賛成　可決

全員賛成　可決

全員賛成　可決

全員賛成　可決

全員賛成　可決

全員賛成　可決

全員賛成　可決

全員賛成　可決

全員賛成　可決

全員賛成　可決

全員賛成　可決

全員賛成　可決

全員賛成　可決

全員賛成　可決

全員賛成　可決

全員賛成　可決

全員賛成　可決

全員賛成　可決

全員賛成　可決

全員賛成　可決

全員賛成　可決

全員賛成　可決

全員賛成　可決

特別会計 単位万円

国や県と連携した施策の実現を目指す

報告：損害賠償の額の専決処分
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QQ＆AA
一般質問

とよやま議会だよりNO.１２４　平成２５年５月１日とよやま議会だよりNO.１２４　平成２５年５月１日

A.利用申請は、現在の方法が最良

安藤 春一 議員
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ス
の
充
実
、
公
共
交
通

の
利
用
促
進
・
利
用
し
や
す

い
環
境
整
備
な
ど
、
総
合
的

な
施
策
に
努
め
て
い
る
。

　
済
衆
館
病
院
へ
の
タ
ウ
ン
バ

ス
の
新
ル
ー
ト
設
定
は
、
名

鉄
バ
ス
と
の
路
線
競
合
を
発

生
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
、
バ

ス
事
業
者
相
互
の
経
営
環
境

の
悪
化
に
繋
が
る
こ
と
を
懸

念
す
る
。

AA

　
社
会
教
育
セ
ン

タ
ー
と
供
用
施
設
の

23
年
度
利
用
状
況
は
、
対
19

年
度
比
で
５
％
も
供
用
施
設

が
上
回
っ
て
い
る
。

　
こ
の
差
を
ど
う
分
析
し
、

受
け
と
め
て
い
る
か
。
今
の

受
付
方
法
が
ベ
ス
ト
と
考
え

る
か
。
そ
の
理
由
は
。
有
識

者
懇
談
会
の
目
的
は
、「
効

率
的
・
民
主
的
な
行
財
政
運

営
〜
」
で
あ
る
。
今
後
は
公

平
な
行
政
と
い
う
視
点
に
立

ち
、
利
用
実
態
も
検
討
対
象

と
す
べ
き
と
思
う
。

　
社
会
教
育
セ
ン

タ
ー
と
供
用
施
設
の

比
較
に
つ
い
て
は
、
設
置
目

的
や
施
設
規
模
等
に
違
い
が

あ
る
た
め
、
利
用
件
数
に
よ

る
比
較
を
論
ず
る
こ
と
は
難

し
い
。

　
利
用
申
請
手
続
き
に
つ
い

て
は
、
規
則
に
よ
り
利
用
者

の
皆
様
に
お
願
い
し
て
お

り
、
特
別
な
問
題
も
な
く
、

現
在
の
方
法
が
最
良
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　
有
識
者
懇
談
会
の
提
言
書

で
は
、
施
設
の
稼
働
率
や
町

民
ニ
ー
ズ
等
の
観
点
か
ら
、

抜
本
的
な
合
理
化
方
策
の
検

討
が
必
要
と
言
及
し
て
い

る
。
デ
ー
タ
及
び
資
料
は
、

施
設
の
利
用
状
況
等
を
含
め

提
供
し
て
い
る
。

QQ

QQ

AA

Q.公共施設の利用を考える
空港機能の整備に向けて（全員協議会報告）

　愛知県から県営名古屋空港ターミナル西側の隣接地に、民間航空機の生産・整備拠点を誘致する
プロジェクトが発表されました。愛知県によると想定の一つであるＭＲＪ量産拠点が立地すれば、そ
の規模は、新規雇用２千人、投資規模６００億円という大規模なもので、将来的にはＭＲＪの生産数（月）
１０機の実現が見込まれています。
　また、この地域は、大規模災害が発生した場合の中部地区の空の基幹的広域防災拠点となる重要
な役割をもつ位置づけとなります。
現段階での事業計画の予定は、
　（ア）駐車場を空港用地①へ集約し立体駐車場とする。
　（イ）県有地（空港用地②）及び国有地（Ｃ地区）を航空機の生産・整備並びに大規模災害の後  
　　  　方支援を担う拠点とする。
　（ウ）神明公園の東隣接の国有地（Ａ地区）を駐機場とする。

　県営名古屋空港の利用者も順調に増え、年間利用者も初めて４４万人を超えました。
　ＦＤＡは今後の路線拡大のため、航空機を新規に２機追加し拡大を図ります。
　また、３月末には新規に高知便が就航。同時にいわて花巻便が１日２往復から３往復に増便されま 
　した。町も利用者の増加に期待をするものです。

ＦＤＡ（フジドリームエアラインズ）が新規路線

国有地
（Ｃ地区）

空港用地③

整 備

空港用地①

空港用地②

国有地（C地区）5.2ha

国有地（A地区）2.9ha

もっと路線を増やしてほしいなぁ～
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A.利用申請は、現在の方法が最良

安藤 春一 議員

Q.
タ
ウ
ン
バ
ス
、路
線
増
設
を

A.
バ
ス
事
業
者
相
互
の

経
営
環
境
の
悪
化
を
懸
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23
年
度
の
北
コ
ー

ス
利
用
者
は
、
一
万
一
千

人
と
聞
く
。
小
牧
市
民
病
院
、

済
衆
館
病
院
の
年
間
利
用
者

の
見
当
は
つ
い
て
い
る
か
。

　
済
衆
館
病
院
や
他
の
医
院

へ
通
院
す
る
人
の
利
便
を
図
っ

て
、
初
め
て
公
共
交
通
計
画

の
目
標
で
あ
る
「
住
民
の
満

足
度
」
が
得
ら
れ
る
と
思
う
。

　
済
衆
館
病
院
前
を
経
由
、

西
春
駅
へ
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か
う
西
ル
ー
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討
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で
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か
。
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。
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。
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懸
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A.実践訓練や研修会を実施

坪井 武成 議員

　
先
日
も
通
学
中
の

列
に
自
動
車
が
突
っ

込
み
、
痛
ま
し
い
ニ
ュ
ー
ス

が
あ
っ
た
。

　
危
険
は
屋
外
ば
か
り
で
な

く
屋
内
も
あ
る
。
以
前
に
も

保
育
園
や
学
校
に
暴
漢
が
入

り
込
み
大
き
な
事
件
に
な
っ

た
。

　
果
た
し
て
本
町
は
良
い

か
。

　
昨
年
の
秋
も
数
回
に
わ
た

り
「
不
審
者
ら
し
き
男
が
い

る
」
と
連
絡
が
あ
り
、
防
犯

係
や
教
育
委
員
会
に
お
願
い

し
た
。

　
さ
て
、
見
知
ら
ぬ
者
が
保

育
園
や
小
中
学
校
へ
入
り
込

ん
だ
場
合
、
危
機
管
理
上
の

対
策
は
ど
う
か
。
特
に
保
育

園
は
女
性
の
保
育
士
が
中
心

だ
。
訓
練
な
り
講
習
や
研
修

は
あ
る
か
。
い
ざ
と
い
う
と

き
防
御
す
る
機
材
は
有
る

か
。「
保
護
者
が
安
心
で
き

る
」
危
機
管
理
上
の
対
策
、

対
応
に
努
め
る
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
が
、
ど
う
か
。

　
保
育
園
で
は
、

登
降
園
の
時
間
以

外
は
、
門
や
扉
を
施
錠
し
て

安
全
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

青
山
保
育
園
は
、
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
北
館
さ
ざ
ん
か
に

併
設
し
て
お
り
、
全
て
の
扉

を
施
錠
管
理
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
そ
の
た
め
、
自
動

ド
ア
横
の
事
務
室
で
不
審
者

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
防
止
に
努

め
る
。

　
次
に
万
一
の
危
機
管
理
に

備
え
る
た
め
、
各
園
で
は
地

震
、
火
災
及
び
不
審
者
対
応

な
ど
の
訓
練
を
毎
月
行
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
保
育
士
に

対
し
て
は
、
護
身
用
の
道
具

「
さ
す
ま
た
」
を
使
用
し
た

実
践
訓
練
や
通
報
方
法
な
ど

の
徹
底
を
図
っ
て
い
る
。

　
学
校
は
、
児
童
・
生
徒
が

安
心
し
て
学
び
、
教
職
員
が

安
心
し
て
教
育
活
動
を
行
う

場
所
で
な
く
て
は
な
ら
な

い
。

　
安
全
で
安
心
な
学
校
の
実

現
が
何
よ
り
も
肝
要
で
あ

る
。

　
訓
練
や
研
修
会
の
実
施
、 

防
犯
器
具
の
設
置
な
ど
の
対

策
を
講
じ
て
き
た
。

　
各
校
が
独
自
に
作
成
し
た

危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
、

実
情
や
時
代
の
変
化
に
合
わ

せ
、昨
年
大
幅
に
見
直
し
た
。

　
し
か
し
、
危
機
管
理
は
こ

れ
で
十
分
と
い
う
こ
と
は
な

い
。
今
後
も
教
職
員
が
危
機

管
理
意
識
を
持
ち
、
児
童
・

生
徒
が
安
全
、
安
心
し
て
学

べ
る
場
と
な
る
よ
う
努
力
す

る
。

QQ

AA

Q.園児や小中学生の安全は Q.園児、児童の食物アレルギーへの対応は
A.アレルギーに関する研修を予定

Q.給食センターの
建て替えは

A.建て替えの方針を出す
時期と認識

築
後
35
年
程
た
つ
給

食
セ
ン
タ
ー
は
、
毎

年
多
額
の
修
理
が
必
要
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
町
は
検

討
に
入
っ
て
い
る
と
思
う
。

　
そ
こ
で
、
給
食
セ
ン
タ
ー

の
建
て
替
え
は
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

　
給
食
セ
ン
タ
ー

は
、
施
設
全
体
の
老

朽
化
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。

現
在
給
食
を
調
理
す
る
の
に

特
段
の
支
障
は
な
い
た
め
、

故
障
が
発
生
す
れ
ば
そ
の
都

度
修
理
し
、
長
寿
命
化
を
図

る
。

　
し
か
し
、
将
来
的
に
は
給

食
施
設
の
ド
ラ
イ
化
の
問
題

も
あ
り
、
建
て
替
え
の
方
針

を
出
す
時
期
に
き
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。

AA

　
昨
年
12
月
、
調
布

市
で
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
の
あ
る
小
学
５
年
生
の

児
童
が
給
食
を
食
べ
た
後
、

亡
く
な
る
と
い
う
事
故
が
起

き
た
。
豊
山
町
で
も
当
事
者

意
識
に
立
ち
訓
練
の
実
施
な

ど
対
策
を
講
じ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
そ
こ
で

①
対
応
が
必
要
な
園
児
・
児

　
童
は
何
人
い
る
の
か
。
給

　
食
で
ア
レ
ル
ギ
ー
を
起
こ

　
し
た
こ
と
は
あ
る
の
か
。

②
教
職
員
な
ど
へ
の
対
処
の

　
仕
方
な
ど
、
研
修
し
て
は

　
ど
う
か
。

　
①
園
児
は
18
名
。

児
童
・
生
徒

は
15
名
。

　
給
食
で
の
ア
レ
ル
ギ
ー

　
の
発
生
は
な
い
。

②
一
部
の
園
の
職
員
会
議

で
、
検
査
キ
ッ
ド
を
実

際
に
使
用
し
た
。

　
今
後
は
、
保
育
士
や

調
理
員
を
対
象
と
し
た

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
研

修
会
を
予
定
し
て
い
る
。

　
学
校
で
は
、
教
職
員

が
エ
ピ
ペ
ン
の
使
用
が
認

め
ら
れ
た
平
成
21
年
度

に
、
サ
ン
プ
ル
を
用
い
た

研
修
を
実
施
し
た
。
次

年
度
か
ら
、
全

職
員
を
対
象
と

す
る
研
修
を
実

施
す
る
。

※
エ
ピ
ペ
ン
と
は
、

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
な

ど
に
よ
る
ア
ナ
フ
ィ

ラ
キ
シ
ー
に
対
す
る

緊
急
補
助
治
療
に
使

用
さ
れ
る
医
薬
品

QQ

QQ

AA

岩村 みゆき 議員

きょうは楽しいバイキング！

見守られて、安全登校

※
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。
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や
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に
暴
漢
が
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り
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み
大
き
な
事
件
に
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。
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た
し
て
本
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は
良
い

か
。

　
昨
年
の
秋
も
数
回
に
わ
た

り
「
不
審
者
ら
し
き
男
が
い

る
」
と
連
絡
が
あ
り
、
防
犯

係
や
教
育
委
員
会
に
お
願
い

し
た
。

　
さ
て
、
見
知
ら
ぬ
者
が
保

育
園
や
小
中
学
校
へ
入
り
込

ん
だ
場
合
、
危
機
管
理
上
の

対
策
は
ど
う
か
。
特
に
保
育

園
は
女
性
の
保
育
士
が
中
心

だ
。
訓
練
な
り
講
習
や
研
修

は
あ
る
か
。
い
ざ
と
い
う
と

き
防
御
す
る
機
材
は
有
る

か
。「
保
護
者
が
安
心
で
き

る
」
危
機
管
理
上
の
対
策
、

対
応
に
努
め
る
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
が
、
ど
う
か
。

　
保
育
園
で
は
、

登
降
園
の
時
間
以

外
は
、
門
や
扉
を
施
錠
し
て

安
全
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

青
山
保
育
園
は
、
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
北
館
さ
ざ
ん
か
に

併
設
し
て
お
り
、
全
て
の
扉

を
施
錠
管
理
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
そ
の
た
め
、
自
動

ド
ア
横
の
事
務
室
で
不
審
者

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
防
止
に
努

め
る
。

　
次
に
万
一
の
危
機
管
理
に

備
え
る
た
め
、
各
園
で
は
地

震
、
火
災
及
び
不
審
者
対
応

な
ど
の
訓
練
を
毎
月
行
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
保
育
士
に

対
し
て
は
、
護
身
用
の
道
具

「
さ
す
ま
た
」
を
使
用
し
た

実
践
訓
練
や
通
報
方
法
な
ど

の
徹
底
を
図
っ
て
い
る
。

　
学
校
は
、
児
童
・
生
徒
が

安
心
し
て
学
び
、
教
職
員
が

安
心
し
て
教
育
活
動
を
行
う

場
所
で
な
く
て
は
な
ら
な

い
。

　
安
全
で
安
心
な
学
校
の
実

現
が
何
よ
り
も
肝
要
で
あ

る
。

　
訓
練
や
研
修
会
の
実
施
、 

防
犯
器
具
の
設
置
な
ど
の
対

策
を
講
じ
て
き
た
。

　
各
校
が
独
自
に
作
成
し
た

危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
、

実
情
や
時
代
の
変
化
に
合
わ

せ
、昨
年
大
幅
に
見
直
し
た
。

　
し
か
し
、
危
機
管
理
は
こ

れ
で
十
分
と
い
う
こ
と
は
な

い
。
今
後
も
教
職
員
が
危
機

管
理
意
識
を
持
ち
、
児
童
・

生
徒
が
安
全
、
安
心
し
て
学

べ
る
場
と
な
る
よ
う
努
力
す

る
。

QQ

AA

Q.園児や小中学生の安全は Q.園児、児童の食物アレルギーへの対応は
A.アレルギーに関する研修を予定

Q.給食センターの
建て替えは

A.建て替えの方針を出す
時期と認識

築
後
35
年
程
た
つ
給

食
セ
ン
タ
ー
は
、
毎

年
多
額
の
修
理
が
必
要
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
町
は
検

討
に
入
っ
て
い
る
と
思
う
。

　
そ
こ
で
、
給
食
セ
ン
タ
ー

の
建
て
替
え
は
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

　
給
食
セ
ン
タ
ー

は
、
施
設
全
体
の
老

朽
化
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。

現
在
給
食
を
調
理
す
る
の
に

特
段
の
支
障
は
な
い
た
め
、

故
障
が
発
生
す
れ
ば
そ
の
都

度
修
理
し
、
長
寿
命
化
を
図

る
。

　
し
か
し
、
将
来
的
に
は
給

食
施
設
の
ド
ラ
イ
化
の
問
題

も
あ
り
、
建
て
替
え
の
方
針

を
出
す
時
期
に
き
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。

AA

　
昨
年
12
月
、
調
布

市
で
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
の
あ
る
小
学
５
年
生
の

児
童
が
給
食
を
食
べ
た
後
、

亡
く
な
る
と
い
う
事
故
が
起

き
た
。
豊
山
町
で
も
当
事
者

意
識
に
立
ち
訓
練
の
実
施
な

ど
対
策
を
講
じ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
そ
こ
で

①
対
応
が
必
要
な
園
児
・
児

　
童
は
何
人
い
る
の
か
。
給

　
食
で
ア
レ
ル
ギ
ー
を
起
こ

　
し
た
こ
と
は
あ
る
の
か
。

②
教
職
員
な
ど
へ
の
対
処
の

　
仕
方
な
ど
、
研
修
し
て
は

　
ど
う
か
。

　
①
園
児
は
18
名
。

児
童
・
生
徒

は
15
名
。

　
給
食
で
の
ア
レ
ル
ギ
ー

　
の
発
生
は
な
い
。

②
一
部
の
園
の
職
員
会
議

で
、
検
査
キ
ッ
ド
を
実

際
に
使
用
し
た
。

　
今
後
は
、
保
育
士
や

調
理
員
を
対
象
と
し
た

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
研

修
会
を
予
定
し
て
い
る
。

　
学
校
で
は
、
教
職
員

が
エ
ピ
ペ
ン
の
使
用
が
認

め
ら
れ
た
平
成
21
年
度

に
、
サ
ン
プ
ル
を
用
い
た

研
修
を
実
施
し
た
。
次

年
度
か
ら
、
全

職
員
を
対
象
と

す
る
研
修
を
実

施
す
る
。

※
エ
ピ
ペ
ン
と
は
、

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
な

ど
に
よ
る
ア
ナ
フ
ィ

ラ
キ
シ
ー
に
対
す
る

緊
急
補
助
治
療
に
使

用
さ
れ
る
医
薬
品

QQ

QQ

AA

岩村 みゆき 議員

きょうは楽しいバイキング！

見守られて、安全登校

※
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QQ＆AA
一般質問

QQ＆AA
一般質問

とよやま議会だよりNO.１２４　平成２５年５月１日とよやま議会だよりNO.１２４　平成２５年５月１日



Q.障害者福祉に配慮と工夫を
A.社会福祉協議会と連携し研究する

　
昨
年
８
月
成
立
の

歯
科
口
腔
保
険
法
。

愛
知
県
も
医
療
費
削
減
の
た

め
に
、
治
療
で
な
く
予
防
に

軸
足
を
転
換
し
た
。
本
町
で

は
、
ど
の
よ
う
な
予
防
プ
ラ

ン
を
立
て
て
い
る
の
か
。

　
平
成
25
年
度
は
、

全
園
の
年
長
園
児
及

び
天
使
幼
稚
園
年
長
園
児
を

対
象
に
幼
児
の
虫
歯
予
防
と

し
て
、
フ
ッ
化
物
洗
口
を
実

施
す
る
。

　
成
人
保
健
事
業
に
お
い
て

は
、
歯
周
疾
患
予
防
の
健
康

教
育
、
定
期
的
な
歯
科
健
診

に
よ
り
歯
周
病
を
予
防
し
健

全
な
歯
を
残
し
健
康
増
進
に

つ
な
が
る
よ
う
事
業
を
推
進

す
る
。
ま
た
、
８
０
２
０
表

彰
も
、
継
続
し
て
実
施
す
る
。

　
平
成
26
年
度
以
降
は
、
現

在
策
定
を
行
っ
て
い
る
「
第

２
次
と
よ
や
ま
健
康
づ
く
り

21
計
画
」
に
基
づ
き
実
施
す

る
。

※

そ
の
他
の
質
問

「
小
中
学
校
に
聴
講
制
度
の

創
設
を
」

AA

　
①
専
門
病
院
や

シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
先
へ
の
移
送
支
援
の
あ

り
方
は
、
距
離
や
行
き
先

の
制
限
を
取
り
払
っ
た
助

成
で
、
遠
隔
地
に
し
か
な

い
専
門
病
院
や
施
設
を
利

用
し
や
す
く
す
べ
き
。

②
タ
ク
シ
ー
券
の
使
い
勝
手

　
が
悪
い
。
工
夫
を
。
ま
た

　
タ
ク
シ
ー
券
か
ガ
ソ
リ
ン

　
券
の
選
択
を
可
能
に
。

③
親
グ
ル
ー
プ
自
主
活
動
へ

　
の
援
助
を
。

　
①
移
動
困
難
な
障

害
者
へ
の
支
援

は
、
タ
ク
シ
ー
の
基
本
料

金
、
迎
車
料
金
な
ど
の

補
助
を
今
後
も
行

な
う
。
な
お
、
介

護
者
の
高
齢
化
等

は
、
地
域
福
祉
の

課
題
で
あ
る
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
社

会
福
祉
協
議
会
等

と
連
携
し
、
ど
の

よ
う
な
活
動
が
展

開
で
き
る
か
を
研

究
し
て
行
く
。

②
障
害
者
等
福
祉
タ

ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成

は
、
居
宅
で
の
日
常
生
活

支
援
を
目
的
と
し
、
通
院

や
買
い
物
な
ど
の
移
動
を

支
援
す
る
制
度
で
あ
る
。

自
家
用
車
を
運
転
す
る
障

害
者
本
人
や
保
護
者
を
対

象
と
し
た
ガ
ソ
リ
ン
券
を

給
付
す
る
考
え
は
な
い
。

③
障
害
者
団
体
へ
の
補
助
は

心
身
障
害
者
福
祉
協
会
へ

助
成
し
て
い
る
。
こ
の
会

員
は
、
本
人
又
は
そ
の
代

理
者
も
会
員
に
な
れ
、
幼

児
や
親
子
部
会
な
ど
の
活

動
も
で
き
る
の
で
、
ぜ
ひ

と
も
親
グ
ル
ー
プ
へ
の
紹

介
と
加
入
の
案
内
を
お
願

い
し
た
い
。

QQ

QQ

AA

粟田 昌子 議員

北名古屋市のガソリン券

Q.
歯
科
口
腔
保
健
プ
ラ
ン
の

進
み
具
合
は

A.
「
第
２
次
と
よ
や
ま
健
康

づ
く
り
21
計
画
」に

基
づ
き
実
施
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QQ＆AA
一般質問

QQ＆AA
一般質問

とよやま議会だよりNO.１２４　平成２５年５月１日とよやま議会だよりNO.１２４　平成２５年５月１日

A.防犯カメラ設置の補助金制度を
設ける考えはない 熊沢 直紀 議員

　
市
民
の
安
全
安
心

を
守
る
た
め
、
春
日

井
市
や
小
牧
市
で
は
住
民
の

納
得
を
得
て
、
区
・
町
内
会
・

自
治
会
・
事
業
所
等
の
防
犯

カ
メ
ラ
設
置
費
用
に
、
１
団

体
50
万
円
を
上
限
に
設
備
費

を
補
助
し
て
い
る
。
他
市
に

な
ら
っ
て
、
豊
山
町
も
防
犯

カ
メ
ラ
等
の
補
助
金
制
度
を

設
け
て
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
学
校
の
防
犯
カ
メ

ラ
設
置
に
つ
い
て
、
近
隣
市

の
小
中
学
校
の
設
置
状
況
を

調
べ
た
が
、
春
日
井
市
、
小

牧
市
、
北
名
古
屋
市
、
清
須

市
で
は
概
ね
す
べ
て
の
小
中

学
校
に
防
犯
カ
メ
ラ
が
設
置

済
み
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

他
市
に
な
ら
っ
て
豊
山
町
も

防
犯
カ
メ
ラ
を
取
り
付
け
て

は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
当
町
の
本
年
度
の

犯
罪
発
生
件
数
及
び
人
口
千

人
当
た
り
の
認
知
件
数
の
犯

罪
率
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。

 

　
他
の
自
治
体
が

補
助
対
象
と
し
て

い
る
個
人
経
営
の
駐
車
場
等

へ
の
防
犯
灯
設
置
及
び
防
犯

グ
ッ
ズ
設
置
に
つ
い
て
は
、

自
己
対
策
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。

　
従
っ
て
、
新
た
に
補
助
金

制
度
を
設
け
る
考
え
は
な

い
。

　
大
阪
府
の
池
田
小
学
校
の

事
件
以
後
、
全
国
の
小
中
学

校
で
は
児
童
生
徒
の
安
心
・

安
全
を
図
る
様
々
な
対
応
策

が
講
じ
ら
れ
た
。

　
学
校
の
防
犯
対
策
と
し

て
、
本
町
で
は
、｢

学
校
安
全

マ
ニ
ュ
ア
ル｣

に
基
づ
き
安
全

管
理
の
推
進
に
努
め
て
い

る
。
不
審
者
侵
入
防
止
対
策

と
し
て
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
の

設
置
、
授
業
中
の
門
扉
の
閉

鎖
、
夜
間
の
警
備
会
社
に
よ

る
監
視
を
行
う
な
ど
、
防
犯

対
策
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
小
中
学
校
で
は
昨

年
、
学
校
の
実
情
、
時
代
の

変
化
、
地
域
の
連
携
等
の
観

点
か
ら
、
危
機
管
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
大
幅
な
見
直
し
を

行
っ
た
。
今
後
も
、
教
職
員

が
常
に
危
機
管
理
意
識
を
持

ち
、
児
童
・
生
徒
が
安
全
に

学
べ
る
環
境
づ
く
り
を
目
指

す
。

　
し
た
が
っ
て
、
現
状
で
は

小
中
学
校
に
防
犯
カ
メ
ラ
を

設
置
す
る
考
え
は
な
い
。

　
平
成
24
年
度
の
犯
罪
発
生

件
数
は
2
8
7
件
で
、
前
年

度
よ
り
25
％
減
少
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
防
犯
協
会
・

自
主
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
防
犯

活
動
の
成
果
に
よ
る
も
の
と

考
え
る
。

　
し
か
し
、
人
口
千
人
当
た

り
の
犯
罪
率
で
は
、
県
内
２

位
と
不
名
誉
な
結
果
と
な
っ

て
い
る
。
ち
な
み
に
、
１
位

は
飛
島
村
、
３
位
大
治
町
、

４
位
名
古
屋
市
と
、
大
都
市

近
郊
の
小
規
模
自
治
体
で
あ

る
町
村
が
並
ん
で
い
る
。

QQ

AA

Q.防犯の現状と今後の対策は

社教センターに設置されている防犯カメラ



Q.障害者福祉に配慮と工夫を
A.社会福祉協議会と連携し研究する

　
昨
年
８
月
成
立
の

歯
科
口
腔
保
険
法
。

愛
知
県
も
医
療
費
削
減
の
た

め
に
、
治
療
で
な
く
予
防
に

軸
足
を
転
換
し
た
。
本
町
で

は
、
ど
の
よ
う
な
予
防
プ
ラ

ン
を
立
て
て
い
る
の
か
。

　
平
成
25
年
度
は
、

全
園
の
年
長
園
児
及

び
天
使
幼
稚
園
年
長
園
児
を

対
象
に
幼
児
の
虫
歯
予
防
と

し
て
、
フ
ッ
化
物
洗
口
を
実

施
す
る
。

　
成
人
保
健
事
業
に
お
い
て

は
、
歯
周
疾
患
予
防
の
健
康

教
育
、
定
期
的
な
歯
科
健
診

に
よ
り
歯
周
病
を
予
防
し
健

全
な
歯
を
残
し
健
康
増
進
に

つ
な
が
る
よ
う
事
業
を
推
進

す
る
。
ま
た
、
８
０
２
０
表

彰
も
、
継
続
し
て
実
施
す
る
。

　
平
成
26
年
度
以
降
は
、
現

在
策
定
を
行
っ
て
い
る
「
第

２
次
と
よ
や
ま
健
康
づ
く
り

21
計
画
」
に
基
づ
き
実
施
す

る
。

※

そ
の
他
の
質
問

「
小
中
学
校
に
聴
講
制
度
の

創
設
を
」

AA

　
①
専
門
病
院
や

シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
先
へ
の
移
送
支
援
の
あ

り
方
は
、
距
離
や
行
き
先

の
制
限
を
取
り
払
っ
た
助

成
で
、
遠
隔
地
に
し
か
な

い
専
門
病
院
や
施
設
を
利

用
し
や
す
く
す
べ
き
。

②
タ
ク
シ
ー
券
の
使
い
勝
手

　
が
悪
い
。
工
夫
を
。
ま
た

　
タ
ク
シ
ー
券
か
ガ
ソ
リ
ン

　
券
の
選
択
を
可
能
に
。

③
親
グ
ル
ー
プ
自
主
活
動
へ

　
の
援
助
を
。

　
①
移
動
困
難
な
障

害
者
へ
の
支
援

は
、
タ
ク
シ
ー
の
基
本
料

金
、
迎
車
料
金
な
ど
の

補
助
を
今
後
も
行

な
う
。
な
お
、
介

護
者
の
高
齢
化
等

は
、
地
域
福
祉
の

課
題
で
あ
る
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
社

会
福
祉
協
議
会
等

と
連
携
し
、
ど
の

よ
う
な
活
動
が
展

開
で
き
る
か
を
研

究
し
て
行
く
。

②
障
害
者
等
福
祉
タ

ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成

は
、
居
宅
で
の
日
常
生
活

支
援
を
目
的
と
し
、
通
院

や
買
い
物
な
ど
の
移
動
を

支
援
す
る
制
度
で
あ
る
。

自
家
用
車
を
運
転
す
る
障

害
者
本
人
や
保
護
者
を
対

象
と
し
た
ガ
ソ
リ
ン
券
を

給
付
す
る
考
え
は
な
い
。

③
障
害
者
団
体
へ
の
補
助
は

心
身
障
害
者
福
祉
協
会
へ

助
成
し
て
い
る
。
こ
の
会

員
は
、
本
人
又
は
そ
の
代

理
者
も
会
員
に
な
れ
、
幼

児
や
親
子
部
会
な
ど
の
活

動
も
で
き
る
の
で
、
ぜ
ひ

と
も
親
グ
ル
ー
プ
へ
の
紹

介
と
加
入
の
案
内
を
お
願

い
し
た
い
。

QQ

QQ

AA

粟田 昌子 議員

北名古屋市のガソリン券

Q.
歯
科
口
腔
保
健
プ
ラ
ン
の

進
み
具
合
は

A.
「
第
２
次
と
よ
や
ま
健
康

づ
く
り
21
計
画
」に

基
づ
き
実
施

89
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A.防犯カメラ設置の補助金制度を
設ける考えはない 熊沢 直紀 議員

　
市
民
の
安
全
安
心

を
守
る
た
め
、
春
日

井
市
や
小
牧
市
で
は
住
民
の

納
得
を
得
て
、
区
・
町
内
会
・

自
治
会
・
事
業
所
等
の
防
犯

カ
メ
ラ
設
置
費
用
に
、
１
団

体
50
万
円
を
上
限
に
設
備
費

を
補
助
し
て
い
る
。
他
市
に

な
ら
っ
て
、
豊
山
町
も
防
犯

カ
メ
ラ
等
の
補
助
金
制
度
を

設
け
て
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
学
校
の
防
犯
カ
メ

ラ
設
置
に
つ
い
て
、
近
隣
市

の
小
中
学
校
の
設
置
状
況
を

調
べ
た
が
、
春
日
井
市
、
小

牧
市
、
北
名
古
屋
市
、
清
須

市
で
は
概
ね
す
べ
て
の
小
中

学
校
に
防
犯
カ
メ
ラ
が
設
置

済
み
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

他
市
に
な
ら
っ
て
豊
山
町
も

防
犯
カ
メ
ラ
を
取
り
付
け
て

は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
当
町
の
本
年
度
の

犯
罪
発
生
件
数
及
び
人
口
千

人
当
た
り
の
認
知
件
数
の
犯

罪
率
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。

 

　
他
の
自
治
体
が

補
助
対
象
と
し
て

い
る
個
人
経
営
の
駐
車
場
等

へ
の
防
犯
灯
設
置
及
び
防
犯

グ
ッ
ズ
設
置
に
つ
い
て
は
、

自
己
対
策
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。

　
従
っ
て
、
新
た
に
補
助
金

制
度
を
設
け
る
考
え
は
な

い
。

　
大
阪
府
の
池
田
小
学
校
の

事
件
以
後
、
全
国
の
小
中
学

校
で
は
児
童
生
徒
の
安
心
・

安
全
を
図
る
様
々
な
対
応
策

が
講
じ
ら
れ
た
。

　
学
校
の
防
犯
対
策
と
し

て
、
本
町
で
は
、｢

学
校
安
全

マ
ニ
ュ
ア
ル｣

に
基
づ
き
安
全

管
理
の
推
進
に
努
め
て
い

る
。
不
審
者
侵
入
防
止
対
策

と
し
て
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
の

設
置
、
授
業
中
の
門
扉
の
閉

鎖
、
夜
間
の
警
備
会
社
に
よ

る
監
視
を
行
う
な
ど
、
防
犯

対
策
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
小
中
学
校
で
は
昨

年
、
学
校
の
実
情
、
時
代
の

変
化
、
地
域
の
連
携
等
の
観

点
か
ら
、
危
機
管
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
大
幅
な
見
直
し
を

行
っ
た
。
今
後
も
、
教
職
員

が
常
に
危
機
管
理
意
識
を
持

ち
、
児
童
・
生
徒
が
安
全
に

学
べ
る
環
境
づ
く
り
を
目
指

す
。

　
し
た
が
っ
て
、
現
状
で
は

小
中
学
校
に
防
犯
カ
メ
ラ
を

設
置
す
る
考
え
は
な
い
。

　
平
成
24
年
度
の
犯
罪
発
生

件
数
は
2
8
7
件
で
、
前
年

度
よ
り
25
％
減
少
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
防
犯
協
会
・

自
主
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
防
犯

活
動
の
成
果
に
よ
る
も
の
と

考
え
る
。

　
し
か
し
、
人
口
千
人
当
た

り
の
犯
罪
率
で
は
、
県
内
２

位
と
不
名
誉
な
結
果
と
な
っ

て
い
る
。
ち
な
み
に
、
１
位

は
飛
島
村
、
３
位
大
治
町
、

４
位
名
古
屋
市
と
、
大
都
市

近
郊
の
小
規
模
自
治
体
で
あ

る
町
村
が
並
ん
で
い
る
。

QQ

AA

Q.防犯の現状と今後の対策は

社教センターに設置されている防犯カメラ



QQ＆AA
一般質問

QQ＆AA
一般質問

次の4年を託す町長は？

青
山 

克
己 

議
員

Q.
次
の
町
長
選
に
む
け
て

A.
た
だ
い
ま
は
、平
成
25
年
度
予
算
の

審
議
を
お
願
い
す
る

　
私
は
、
平
成
17
年

に
町
長
に
就
任
し
て

以
来
、
こ
の
８
年
間
、「
対

話
と
ぬ
く
も
り
の
あ
る
行

政
」
の
実
現
を
モ
ッ
ト
ー
に

町
政
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
こ
の
間
、
空
港
の
定
期
路

線
存
続
問
題
を
は
じ
め
と
し

様
々
な
課
題
が
あ
っ
た
が
、

県
営
名
古
屋
空
港
の
利
用

者
は
順
調
に
増
加
し
、Ｊ
Ａ

Ｘ
Ａ
飛
行
研
究
拠
点
も
開
設

を
す
る
な
ど
、
成
長
の
芽
が

花
開
こ
う
と
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
今
般
明
ら
か
に
な
っ

た
民
間
航
空
機
の
生
産
拠

点
を
誘
致
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に

は
、
行
政
の
継
続
性
が
失
わ

れ
る
こ
と
は
、許
さ
れ
な
い
。

　
し
か
し
、
た
だ
今
は
、
平

成
25
年
度
当
初
予
算
案
を

審
議
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
し
か
る
べ
き
時

に
真
意
を
明
ら
か
に
し
た

い
。

AA

　
町
長
の
任
期
も
残

す
と
こ
ろ
５
ヵ
月
余

り
と
な
っ
た
。

　
航
空
宇
宙
産
業
の
定
着
、

充
実
、
公
共
交
通
網
、
教
育
、

防
災
対
策
等
は
ま
だ
道
半
ば

に
あ
る
と
思
う
。
今
こ
そ
行

政
の
維
持
が
大
き
な
役
割
を

持
っ
て
く
る
も
の
と
考
え
る
。

　
こ
う
し
た
こ
と
を
ふ
ま
え

て
、
次
期
町
長
選
へ
の
意
向

に
つ
い
て
尋
ね
る
。

QQ

A.今後、研究を重ねる

大口 司郎 議員

　
近
年
、
ヒ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
現
象
に
よ

り
、
熱
中
症
に
か
か
る
人
が

急
増
し
て
い
る
。

　
小
中
学
校
教
室
に
扇
風
機

が
設
置
さ
れ
、
中
学
校
グ
ラ

ン
ド
に
は
、
日
陰
棚
が
設
置

さ
れ
た
。
し
か
し
年
間
を
通

し
て
快
適
で
、
安
心
安
全
な

教
育
環
境
整
備
が
必
要
と
考

え
る
。

　
そ
こ
で
、
整
備
計
画
に
つ

い
て
聞
く
。

①
新
栄
小
学
校
太
陽
光
発
電

　
に
よ
る
電
気
利
用
目
的
及

　
び
次
の
設
置
計
画
。

②
各
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
導

　
入
計
画
。

③
全
校
洋
式
ト
イ
レ
（
ウ
オ

　
シ
ュ
レ
ッ
ト
付
）
整
備
計

　
画
。

④
全
教
室
及
び
廊
下
の
強
化

　
ガ
ラ
ス
化
及
び
、
飛
散
防

　
止
フ
ィ
ル
ム
施
工
計
画
。

 

　
①
太
陽
光
パ
ネ

　
　
ル
の
設
置
は
、

地
球
温
暖
化
対
策
推
進
と

環
境
教
育
の
教
材
の
一
部

と
し
て
活
用
を
図
る
た
め

に
試
験
的
に
設
置
し
た
も

の
で
あ
る
。
今
後
の
設
置

計
画
は
な
い
。

②
過
去
の
議
会
で
の
論
議
の

末
、
工
事
費
や
維
持
管
理

費
を
考
慮
し
て
、
全
小
中

学
校
に
扇
風
機
を
設
置
し

た
。
今
後
エ
ア
コ
ン
を
導

入
す
る
考
え
は
な
い
。

③
全
小
中
学
校
の
各
階
に
洋

式
ト
イ
レ
を
１
ヶ
所
以
上

設
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら

洋
式
化
は
一
定
程
度
進
ん

で
い
る
。
し
か
し
、
便
器

本
体
の
機
能
面
の
強
化
や

洋
式
ト
イ
レ
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
教
育
環
境
の
改

善
と
い
う
観
点
か
ら
、
今

後
研
究
を
重
ね
る
。

④
非
構
造
部
材
の
耐
震
点
検

は
平
成
25
年
度
に
全
小
中

学
校
で
実
施
す
る
。
そ
の

点
検
結
果
を
基
に
対
策
を

講
じ
る
。

QQ

AA

Q.小中学校の教育環境整備計画は

ウォシュレット付にして欲しいなぁ～

町
長
は
、
議
会
最
終
日
に

立
候
補
を
表
明
し
た

1011
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長
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だ
い
ま
は
、平
成
25
年
度
予
算
の

審
議
を
お
願
い
す
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私
は
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平
成
17
年

に
町
長
に
就
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し
て

以
来
、
こ
の
８
年
間
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対

話
と
ぬ
く
も
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の
あ
る
行

政
」
の
実
現
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モ
ッ
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ー
に

町
政
に
取
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た
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こ
の
間
、
空
港
の
定
期
路

線
存
続
問
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を
は
じ
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と
し
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な
課
題
が
あ
っ
た
が
、

県
営
名
古
屋
空
港
の
利
用

者
は
順
調
に
増
加
し
、Ｊ
Ａ

Ｘ
Ａ
飛
行
研
究
拠
点
も
開
設

を
す
る
な
ど
、
成
長
の
芽
が

花
開
こ
う
と
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
今
般
明
ら
か
に
な
っ

た
民
間
航
空
機
の
生
産
拠

点
を
誘
致
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に

は
、
行
政
の
継
続
性
が
失
わ

れ
る
こ
と
は
、許
さ
れ
な
い
。

　
し
か
し
、
た
だ
今
は
、
平

成
25
年
度
当
初
予
算
案
を

審
議
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
し
か
る
べ
き
時

に
真
意
を
明
ら
か
に
し
た

い
。

AA

　
町
長
の
任
期
も
残

す
と
こ
ろ
５
ヵ
月
余

り
と
な
っ
た
。

　
航
空
宇
宙
産
業
の
定
着
、

充
実
、
公
共
交
通
網
、
教
育
、

防
災
対
策
等
は
ま
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半
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に
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と
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う
。
今
こ
そ
行

政
の
維
持
が
大
き
な
役
割
を

持
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て
く
る
も
の
と
考
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る
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こ
う
し
た
こ
と
を
ふ
ま
え

て
、
次
期
町
長
選
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の
意
向

に
つ
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て
尋
ね
る
。
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A.今後、研究を重ねる

大口 司郎 議員

　
近
年
、
ヒ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
現
象
に
よ

り
、
熱
中
症
に
か
か
る
人
が

急
増
し
て
い
る
。

　
小
中
学
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教
室
に
扇
風
機

が
設
置
さ
れ
、
中
学
校
グ
ラ

ン
ド
に
は
、
日
陰
棚
が
設
置

さ
れ
た
。
し
か
し
年
間
を
通

し
て
快
適
で
、
安
心
安
全
な

教
育
環
境
整
備
が
必
要
と
考

え
る
。

　
そ
こ
で
、
整
備
計
画
に
つ

い
て
聞
く
。

①
新
栄
小
学
校
太
陽
光
発
電

　
に
よ
る
電
気
利
用
目
的
及

　
び
次
の
設
置
計
画
。

②
各
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
導

　
入
計
画
。

③
全
校
洋
式
ト
イ
レ
（
ウ
オ
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ッ
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）
整
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計

　
画
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④
全
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及
び
廊
下
の
強
化

　
ガ
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及
び
、
飛
散
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止
フ
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ル
ム
施
工
計
画
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①
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光
パ
ネ

　
　
ル
の
設
置
は
、

地
球
温
暖
化
対
策
推
進
と

環
境
教
育
の
教
材
の
一
部

と
し
て
活
用
を
図
る
た
め

に
試
験
的
に
設
置
し
た
も

の
で
あ
る
。
今
後
の
設
置

計
画
は
な
い
。

②
過
去
の
議
会
で
の
論
議
の
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、
工
事
費
や
維
持
管
理

費
を
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し
て
、
全
小
中

学
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に
扇
風
機
を
設
置
し

た
。
今
後
エ
ア
コ
ン
を
導

入
す
る
考
え
は
な
い
。

③
全
小
中
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の
各
階
に
洋

式
ト
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レ
を
１
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所
以
上
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置
し
て
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る
こ
と
か
ら

洋
式
化
は
一
定
程
度
進
ん

で
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る
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し
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し
、
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の
機
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面
の
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や
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式
ト
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レ
の
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に
つ
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て
は
、
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の
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と
い
う
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点
か
ら
、
今

後
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究
を
重
ね
る
。

④
非
構
造
部
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の
耐
震
点
検

は
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成
25
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度
に
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中

学
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で
実
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す
る
。
そ
の

点
検
結
果
を
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に
対
策
を

講
じ
る
。

QQ

AA

Q.小中学校の教育環境整備計画は

ウォシュレット付にして欲しいなぁ～

町
長
は
、
議
会
最
終
日
に

立
候
補
を
表
明
し
た
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QQ＆AA
一般質問

Q.神明公園の施設の利用料は
A.有料化する必要性はない

　
大
山
川
左
岸
の
堤

防
道
路
に
つ
い
て
、

現
在
は
反
射
鏡
の
つ
い
た
標

識
が
道
路
沿
い
の
左
右
に
設

置
さ
れ
て
い
る
。
夜
間
や
雨

天
時
の
車
輌
走
行
に
、
よ
り

安
心
し
て
運
行
で
き
る
よ
う

に
、
セ
ン
タ
ー
に
反
射
式
埋

め
込
み
誘
導
標
の
設
置
を
提

案
す
る
。

　

　
一
方
通
行
の
道
路

の
セ
ン
タ
ー
に
、
反

射
式
の
埋
め
込
み
誘
導
標
を

設
置
す
る
と
、
オ
ー
ト
バ
イ

が
走
行
す
る
際
に
、
ス
リ
ッ

プ
事
故
が
発
生
す
る
恐
れ
が

あ
る
。
か
え
っ
て
危
険
で
あ

る
。

　
道
路
構
造
令
で
の
規
定
も

な
い
こ
と
か
ら
、
設
置
は
不

適
当
で
あ
る
と
考
え
る
。

AA

　
青
山
地
内
の
神
明

公
園
の
施
設
利
用
に

つ
い
て
、
町
内
の
公
共
施
設

利
用
料
の
改
定
に
あ
わ
せ
て
、

神
明
公
園
内
施
設
利
用
者
の

負
担
を
検
討
す
る
こ
と
を
提

案
す
る
。
週
末
や
休
日
な
ど

は
多
く
の
家
族
連
れ
で
賑
わ
っ

て
い
る
。

　
又
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
施
設
な

ど
は
、
町
内
外
の
皆
さ
ん
に

も
大
変
好
評
で
予
約
も
な
か

な
か
出
来
な
い
と
聞
い
て
い

る
。
航
空
館
ブ
ー
ン
の
入
館

料
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
施
設
の
利

用
料
の
検
討
を
提
案
す
る
。

　
航
空
館
は
、
体
験

展
示
に
よ
り
気
軽
に

航
空
文
化
と
科
学
へ
の
興
味

や
、
本
町
へ
の
認
識
を
深
め

て
も
ら
う
。
同
時
に
手
軽
な

観
光
施
設
と
し
て
も
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
た
め
、

入
館
し
や
す
い
無
料
施
設
が

最
善
と
考
え
る
。

　
次
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
炉
も
遊

具
と
同
じ
公
園
施
設
の
一つ
と

し
て
、
そ
の
利
用
実
態
は
、

炉
の
提
供
の
み
を
行
っ
て
い

る
。
特
段
、
有
料
化
す
る
程

の
必
要
性
は
な
い
と
考
え
る
。

QQ

QQ

家族連れで賑わう神明公園

AA

QQ＆AA
一般質問

尾野 康雄 議員

A.関係機関との連携強化が重要

今村 一正 議員

　
①
過
去
に
発
生
し

　
　
た
が
、
先
生
と

保
護
者
が
協
力
し
、
丁

寧
に
対
応
し
た
。
よ
っ
て

短
期
間
の
う
ち
に
解
消

で
き
た
。
体
罰
に
よ
る

不
登
校
の
事
例
は
な
い
。

②
文
部
科
学
省
の
平
成
18

年
通
知
に
基
づ
い
て
判

断
し
て
い
る
。

③
出
席
停
止
の
事
例
は
な

い
。
取
扱
い
の
詳
細
は
、

町
教
育
委
員
会
の
要
綱

に
定
め
て
い
る
。

④
学
校
の
取
り
組
み
へ
の
支

援
と
点
検
、
研
修
会
の

設
定
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
相
談
体
制

の
充
実
や
警
察
・
児
童

相
談
所
等
の
関
係
機
関

と
の
連
絡
体
制
づ
く
り

に
努
力
し
て
い
る
。

⑤「
校
内
い
じ
め
対
策
委
員

会
」
は
、
全
職
員
に
よ

る
指
導
法
の
検
討
会
を

開
き
共
通
理
解
を
図
っ
て

い
る
。

　「
町
い
じ
め
問
題
等
対

策
委
員
会
」
は
、
学
校

の
職
員
や
県
関
係
諸
機

関
の
担
当
職
員
の
参
加

に
よ
り
、
ケ
ー
ス
検
討

を
通
し
て
基
本
的
な
研

究
を
重
ね
て
い
る
。

⑥
両
委
員
会
の
協
議
内
容

は
、
個
人
情
報
に
関
わ

る
も
の
で
あ
り
、
情
報

公
開
は
行
っ
て
い
な
い
。

⑦
体
罰
等
に
つ
い
て
は
、
文

部
科
学
省
通
知
を
十
分

参
酌
し
判
断
す
る
。

⑧
警
察
等
関
係
機
関
と
の

迅
速
・
緊
密
な
連
絡
体

制
を
整
え
る
。
町
内
在

住
の
学
校
関
係
者
の
情

報
収
集
に
よ
り
、
事
案

の
早
期
発
見
と
早
期
解

決
に
努
め
る
。

AA

　
い
じ
め
に
加
え

て
、
体
罰
が
表
面
化

し
て
き
て
い
る
。
体
罰
と
懲

戒
の
区
別
も
不
明
確
に
な
っ

て
き
て
い
る
。
本
町
の
現
状

と
対
応
に
つ
き
次
の
点
を
聞

く
。

①
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
中

　
に
、
い
じ
め
・
体
罰
の
原

　
因
は
な
い
か
。

②
い
じ
め
・
体
罰
の
定
義
は
。

③
加
害
児
童
・
生
徒
の
出
席

停
止
は
あ
っ
た
か
。
ま
た

加
害
児
童
・
生
徒
に
対
し

て
の
取
り
扱
い
は
。

④
い
じ
め
・
体
罰
へ
の
教
育

　
委
員
会
の
取
り
組
み
は
。

⑤「
校
内
い
じ
め
対
策
委
員

　
会
」「
町
い
じ
め
問
題
等

　
対
策
委
員
会
」
の
構
成
メ

　
ン
バ
ー
と
活
動
は
。

⑥
両
委
員
会
の
情
報
公
開
は

　
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

⑦
体
罰
と
懲
戒
そ
し
て
指
導

　
を
ど
の
よ
う
に
区
別
し
て

　
い
る
の
か
。

⑧
家
庭
・
地
域
と
の
連
携
は

　
ど
の
よ
う
に
と
っ
て
い
る

　
の
か
。

QQ

Q.いじめ・体罰の現状と対応は

Q.堤防道路に埋め込み式
誘導標の設置を

A.誘導標の設置は
不適当である

1213
とよやま議会だよりNO.１２４　平成２５年５月１日とよやま議会だよりNO.１２４　平成２５年５月１日



QQ＆AA
一般質問

Q.神明公園の施設の利用料は
A.有料化する必要性はない

　
大
山
川
左
岸
の
堤

防
道
路
に
つ
い
て
、

現
在
は
反
射
鏡
の
つ
い
た
標

識
が
道
路
沿
い
の
左
右
に
設

置
さ
れ
て
い
る
。
夜
間
や
雨

天
時
の
車
輌
走
行
に
、
よ
り

安
心
し
て
運
行
で
き
る
よ
う

に
、
セ
ン
タ
ー
に
反
射
式
埋

め
込
み
誘
導
標
の
設
置
を
提

案
す
る
。

　

　
一
方
通
行
の
道
路

の
セ
ン
タ
ー
に
、
反

射
式
の
埋
め
込
み
誘
導
標
を

設
置
す
る
と
、
オ
ー
ト
バ
イ

が
走
行
す
る
際
に
、
ス
リ
ッ

プ
事
故
が
発
生
す
る
恐
れ
が

あ
る
。
か
え
っ
て
危
険
で
あ

る
。

　
道
路
構
造
令
で
の
規
定
も

な
い
こ
と
か
ら
、
設
置
は
不

適
当
で
あ
る
と
考
え
る
。

AA

　
青
山
地
内
の
神
明

公
園
の
施
設
利
用
に

つ
い
て
、
町
内
の
公
共
施
設

利
用
料
の
改
定
に
あ
わ
せ
て
、

神
明
公
園
内
施
設
利
用
者
の

負
担
を
検
討
す
る
こ
と
を
提

案
す
る
。
週
末
や
休
日
な
ど

は
多
く
の
家
族
連
れ
で
賑
わ
っ

て
い
る
。

　
又
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
施
設
な

ど
は
、
町
内
外
の
皆
さ
ん
に

も
大
変
好
評
で
予
約
も
な
か

な
か
出
来
な
い
と
聞
い
て
い

る
。
航
空
館
ブ
ー
ン
の
入
館

料
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
施
設
の
利

用
料
の
検
討
を
提
案
す
る
。

　
航
空
館
は
、
体
験

展
示
に
よ
り
気
軽
に

航
空
文
化
と
科
学
へ
の
興
味

や
、
本
町
へ
の
認
識
を
深
め

て
も
ら
う
。
同
時
に
手
軽
な

観
光
施
設
と
し
て
も
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
た
め
、

入
館
し
や
す
い
無
料
施
設
が

最
善
と
考
え
る
。

　
次
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
炉
も
遊

具
と
同
じ
公
園
施
設
の
一つ
と

し
て
、
そ
の
利
用
実
態
は
、

炉
の
提
供
の
み
を
行
っ
て
い

る
。
特
段
、
有
料
化
す
る
程

の
必
要
性
は
な
い
と
考
え
る
。

QQ

QQ

家族連れで賑わう神明公園

AA

QQ＆AA
一般質問

尾野 康雄 議員

A.関係機関との連携強化が重要

今村 一正 議員

　
①
過
去
に
発
生
し

　
　
た
が
、
先
生
と

保
護
者
が
協
力
し
、
丁

寧
に
対
応
し
た
。
よ
っ
て

短
期
間
の
う
ち
に
解
消

で
き
た
。
体
罰
に
よ
る

不
登
校
の
事
例
は
な
い
。

②
文
部
科
学
省
の
平
成
18

年
通
知
に
基
づ
い
て
判

断
し
て
い
る
。

③
出
席
停
止
の
事
例
は
な

い
。
取
扱
い
の
詳
細
は
、

町
教
育
委
員
会
の
要
綱

に
定
め
て
い
る
。

④
学
校
の
取
り
組
み
へ
の
支

援
と
点
検
、
研
修
会
の

設
定
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
相
談
体
制

の
充
実
や
警
察
・
児
童

相
談
所
等
の
関
係
機
関

と
の
連
絡
体
制
づ
く
り

に
努
力
し
て
い
る
。

⑤「
校
内
い
じ
め
対
策
委
員

会
」
は
、
全
職
員
に
よ

る
指
導
法
の
検
討
会
を

開
き
共
通
理
解
を
図
っ
て

い
る
。

　「
町
い
じ
め
問
題
等
対

策
委
員
会
」
は
、
学
校

の
職
員
や
県
関
係
諸
機

関
の
担
当
職
員
の
参
加

に
よ
り
、
ケ
ー
ス
検
討

を
通
し
て
基
本
的
な
研

究
を
重
ね
て
い
る
。

⑥
両
委
員
会
の
協
議
内
容

は
、
個
人
情
報
に
関
わ

る
も
の
で
あ
り
、
情
報

公
開
は
行
っ
て
い
な
い
。

⑦
体
罰
等
に
つ
い
て
は
、
文

部
科
学
省
通
知
を
十
分

参
酌
し
判
断
す
る
。

⑧
警
察
等
関
係
機
関
と
の

迅
速
・
緊
密
な
連
絡
体

制
を
整
え
る
。
町
内
在

住
の
学
校
関
係
者
の
情

報
収
集
に
よ
り
、
事
案

の
早
期
発
見
と
早
期
解

決
に
努
め
る
。

AA

　
い
じ
め
に
加
え

て
、
体
罰
が
表
面
化

し
て
き
て
い
る
。
体
罰
と
懲

戒
の
区
別
も
不
明
確
に
な
っ

て
き
て
い
る
。
本
町
の
現
状

と
対
応
に
つ
き
次
の
点
を
聞

く
。

①
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
中

　
に
、
い
じ
め
・
体
罰
の
原

　
因
は
な
い
か
。

②
い
じ
め
・
体
罰
の
定
義
は
。

③
加
害
児
童
・
生
徒
の
出
席

停
止
は
あ
っ
た
か
。
ま
た

加
害
児
童
・
生
徒
に
対
し

て
の
取
り
扱
い
は
。

④
い
じ
め
・
体
罰
へ
の
教
育

　
委
員
会
の
取
り
組
み
は
。

⑤「
校
内
い
じ
め
対
策
委
員

　
会
」「
町
い
じ
め
問
題
等

　
対
策
委
員
会
」
の
構
成
メ

　
ン
バ
ー
と
活
動
は
。

⑥
両
委
員
会
の
情
報
公
開
は

　
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

⑦
体
罰
と
懲
戒
そ
し
て
指
導

　
を
ど
の
よ
う
に
区
別
し
て

　
い
る
の
か
。

⑧
家
庭
・
地
域
と
の
連
携
は

　
ど
の
よ
う
に
と
っ
て
い
る

　
の
か
。

QQ

Q.いじめ・体罰の現状と対応は

Q.堤防道路に埋め込み式
誘導標の設置を

A.誘導標の設置は
不適当である

1213
とよやま議会だよりNO.１２４　平成２５年５月１日とよやま議会だよりNO.１２４　平成２５年５月１日



定例会での一般質問が、１年後どのように反映されたかを追跡！
今回は、昨年３ 月定例会の中から選んでみた。

どうする老朽化した給食センター

　築３４年を経過した給食センター。設備は毎
年修理が必要。雨漏りも始まった。衛生面の問
題もある
　今後の改修計画はどうするのか

答　弁

1月には全議員にアンケート調査改修は、財政状況を見ながら判断

　昭和５３年にウエット方式で建築した。
ドライ方式導入までは、ドライ仕様の調理器具の
使用や作業方法を工夫して調理作業を継続する。
　築後３４年経過しているが、当面は修繕により
対処していく。改修計画は、財政の状況を見なが
ら判断していく

必要な個所の修繕をして対処

２４年度は以下の工事を実施した
　①蒸気ボイラー取替
　②大屋根雨漏り改修
　③貯湯タンク取替
２５年度も工事計画あり

業務継続計画（ＢＣＰ）策定予定は

　昨年末に実施した、職員研修の成果報告と、Ｂ
ＣＰの策定計画を聞く
＊ＢＣＰとは～災害が発生した時に、役場の業務
を極力停滞させずに、いかに早く通常業務に戻
すかのための計画

業務継続計画の策定に着手する

　研修で図上訓練を行い、業務継続計画策定の
必要性を認識した。２５年度に出る県の被害予
測調査をみて、町の防災計画の見直しと、業務
継続計画の策定に着手する。２ヵ年ほどが必要
である

業務継続計画策定に着手し、
対象を広げて、図上訓練を実施
　２５・２６年度の２ヵ年で、業務継続計画の策定
に着手する。また、主査以上の職員を対象にし
て、図上訓練を実施する

　　　　　写真は図上訓練風景（防災研究所提供）

　

どうなったあの答弁あ
の1年前の 質問

一般質問のあり方を研究

「一問一答方式」の確かな実施を目指して、
今年度は他町議会を視察、調査研究する

　24 年度から進めている議会改革、12 月には議会改革等特別委員会が発足、毎月の例会で
の論議と全員協議会での確認を経て、実行可能なものから実施に移している。
　一例として、視察は原則として、日帰り。視察先については、事務局任せでなく委員会等
でテーマに応じて決定し、事前研究や事後反省会を実施している。また、少数意見の中から
議員の規律などについては、直ちに実行に移した。

　（１）条例改定が必要な事項　（２）条例改定が必要でないもの　（３）その他、全部で 38
項目の提案・意見が出された。
　多数意見、少数意見、すぐに実行に移せること、調査等の時間を必要とすることに分け、
論議した。その結果、多数意見はもとより、少数意見も並行して取り上げることになり、丁
寧に検討している。

3月、例規集の紙ベース廃止を要望

　例規集デジタル化により紙ベースが不必要になり、経費節減になる。さらに IT 社会に対応
するためにもデジタル化は必要である。よって、3月 4日、町長に要望書を提出した。

　毎月の定例会では、各検討項目について、活
発な論議がなされているが、「議員の若返り対
策」は、「議員定数・議員報酬」とリンクする
ことであり、今後の課題として、引き続き論議
していく。

（1）議会委員会に関する条例の改正　　　　
　　 委員任期 2 年
（2）議会広報発行条例の制定　　　　　　　
　　 委員任期 2 年
（3）町議会の会議に関する規則の一部改正

（この3項目は地方自治法の改正に伴うものである。）

答　弁

どうなった どうなった

3月議会に3つの議員提案

1415
とよやま議会だよりNO.１２４　平成２５年５月１日とよやま議会だよりNO.１２４　平成２５年５月１日

紙ベース廃止の要望書を提出

議会の使命を果たすために、始動した議会改革



定例会での一般質問が、１年後どのように反映されたかを追跡！
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どうする老朽化した給食センター

　築３４年を経過した給食センター。設備は毎
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ることを禁止されています。
　有権者が求めてもいけま
せん。
　ご理解をお願いします。

寄付行為の禁止

TOYOYAMA GIKAI DAYORI

議会だより

発行：愛知県豊山町議会

わくわく、どきどき入園式（豊山保育園）

　平成２５年５月１日

3月定例会

NO.124

Ｈ２５年度予算可決
９人が一般質問
追跡　1年前のあの質問
 友　遊　悠
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卓球

スポーツを通じて小学校の違う子どもたちが交流できる場所
が、スポーツ少年団だと思います。私たち卓球では、楽しみなが
らスポーツに親しみ体力づくりをしています。前半は基礎練習。
学年別に指導者が相手をします。１５分の休憩時間に子どもたち
は、ドッジボール、バトミントン、大縄跳び等、１年生から６年生ま
で仲良く遊んでいます。後半は、学年別の試合です。前回負けた
子に勝ったときの笑顔は最高です。大きな大会の前は、強化練習
も行います。全団活動の他に卓球では、公共の交通機関を使って
の社会見学で公共のマナーや社会のルールを学びます。
設立４０周年の伝統ある豊山町スポーツ少年団は、ちょっとス

ポーツの苦手な子も大歓迎です。仲間と卓球を楽しみましょう。

バレーボールは、豊山町スポーツ少年団の設立と同時に団活
動を始め４０年になります。青少年育成を目的として、健全な精
神・挨拶・基礎体力を身につけるために団活動を行っています。毎
週日曜日の午前９時から１２時まで、新栄小学校で行い、１年生か
ら６年生の男女対象ですが、現在は女子ばかりで練習を行ってい
ます。団活動の中には、全団合同での春と秋に行う体力測定と清
掃活動、夏には岐阜県上之保キャンプ場での２泊３日の野外学
習、冬には社教センターにおいて上之保スポーツ少年団との新
春交流会にも参加できます。
この様に通常の団活動以外にも楽しみがありますので、入団を
お待ちしています。

仲間と卓球を楽しみましょう

バレーボール
水野　耕二

橋本　節子

◎空港機能の整備に向けて
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町議会　をクリック　　

町のホームページから会議録がご覧いただけます

http://www.town.toyoyama.lg.jp/

議会の傍聴に来てください

次回の定例会は、６月３日（月）午前９時３０分開会予定
《一般質問は、６月１０日（月)午前９時３０分からに予定》委 員 長　粟田 昌子  　

副委員長　今村 一正  　

委　　員　水野 晃／坪井 武成

　　　　　安藤 春一

団活動以外にも楽しみが

とよやま議会だよりNO.１２４　平成２５年５月１日
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